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０．はじめに

この記録は、本校が挑戦した「ＳＤＧｓをナビゲーターとする教育実践」のナラティブ（叙

述）である。

山口県立響高等学校は、本州の西端下関市北部の豊浦町に位置する１学年２クラスの小規模

普通科高校である。平成３０年度の生徒数は、３年６８名、２年６９名で１年生はいない。山

口県が推進する「県立高校再編整備計画」に基づき、平成３０年４月に隣町の高校と再編統合

したことにより、平成３１年度末で閉校になるためである。

生徒は純朴で学習環境も落ち着いており、教師と生徒及び生徒同士の距離が非常に近く温か

い雰囲気である。一方で、多くの生徒は学習習慣が身についておらず、基礎学力の定着が最大

の課題である。例年、生徒のうち約６割が進学、残り約４割の生徒が就職を希望している。

「誰一人取り残さない」という考えのもと、世界の課題を取り上げたＳＤＧｓ（持続可能な

開発目標）をテーマにした探究学習は、平成３０年９月に地歴公民の授業から始まった。この

学習が核となり、校内で多くのフォロワーによるＳＤＧｓを取り入れた授業実践が集合して、

「教科横断的な視点によるカリキュラム・マネジメント」を体現する姿に進化した。この「Ｈ

ｉｂｉｋｉ ＳＤＧｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ」と位置付けた学校あげての挑戦は、教員だけでなく

事務による財政面のバックアップ、生徒の意見の表明や活動などが相互にアクティベートする

ことで、わずか半年の間で新学習指導要領の理念の実現を図る取組に発展したのである。

取組の過程では、生徒の自己ドライブが背景となった学習姿勢への変化を見ることもできた。

知的好奇心を出発点として、自らが生み出した結果そのものが自分を支え励ましてくれたから

であろう。このことはプロジェクトの最後に仕掛けた、異年齢集団に対する学習成果のアウト

プット経験と相まって、自己有用感が醸成されるなど生徒指導的側面でも好ましい効果をもた

らすことにもつながった。

ＳＤＧｓのゴール４「全ての人が受けられる公正で質の高い教育の完全普及を達成し、生涯

にわたって学習できる機会を増やそう」そのものを自ら達成すべく、ゴールを定め、優れた知

的生産に向かって挑戦を続けた本校生徒・教職員を、校長として誇りに思う。

（校長 長岡雅幸）
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１．本取組のきっかけ

・新教育課程を先取りした教育活動の実践

新学習指導要領解説(地歴公民)では、諸課題を探究する学習の好例として「ＳＤＧｓ」（持続可能な開発

目標）を挙げている。

→本校では、２学期前半に３年生の授業（２単位）でＳＤＧｓの17のテーマについて班に分かれて調べ発

表する活動を実施した。

実践の実際

授業内で発表をさせたが、1テーマ（1班）の発表が授業者の補足説明を含めても10分程度となり、学

習の深まりに課題を感じていた（ただ調べて発表しただけ（解説はしている）になってしまった）。

・校長の助言を契機に

この授業を参観した校長から、「この班（再生可能エネルギー）の発表は理科的な側面も入るとおもしろ

い。家庭科などとも連携できる。カリキュラム・マネジメントの考え方を活かして発展させてみてはどう

か」と助言があった。

→後日、家庭科・保健の各授業担当者に相談したところ、「イイネ」と賛同を得たので、ＳＤＧｓの観点

を踏まえた教科指導を日常的に持続可能な形で考え、試行的に始めてみることにした。

班毎に発表したポスター（発表後は管理棟廊下に掲示）

熱心に調べて発表していたが、ただ調べたという程度のものが多かった
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２．「ＳＤＧｓ」とは？

・「Sustainable Development Goals」の略。日本語では「持続可能な開発目標」。

・2030年までに、先進国も新興国も途上国も、国も企業もＮＰＯも個人も、あらゆる垣根を越えて協力し、

よりよい未来を作ろうと国連総会で全会一致で決まった17の目標。

・コンセプトは「誰も置き去りにしない」（No one will be left behind）。

・無理なく「持続可能」な形で、だれもが継続的に取り組むことができるようにすることが肝要。

ＳＤＧｓの17の目標のタイルとロゴ

デザイン性に富むため、生徒の受け入れも比較的

よい印象があった。

ＳＤＧｓの17の目標 （国連日本事務局より)

３．「カリキュラム・マネジメント」とは？

・平成３０年公示学習指導要領（第１章総則第１款５）

各学校においては、生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標の実現に必要な教育の

内容等を教科等横断的な視点で組み立てて行くこと、教育課程の実施状況を評価してその改善を図ってい

くこと、教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことなど

を通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと（以下「カ

リキュラム・マネジメント」という。）に努めるものとする。

・響高校校内研修でのＳＤＧｓ教育における「カリキュラム・マネジメント」のディフィニション

各教科・科目で個別に計画・実践・評価・振り返る教育課程の運用から、

教科・科目、その他の教育活動それぞれはベースとしつつも、それぞれの教育活動が互いの教育内容を意

識して有機的につながり、例えば共通した内容を各教科同時に指導したり、順序を入れ替えたりしながら、

授業者・学習者双方が授業で学ぶ意味を見いだしたり、価値づけたりできるよう、教育課程全体が活性化

するように運用すること。

・ＳＤＧｓの可能性を基にした教育実践仮説

「ＳＤＧｓの17の目標は、教科を超えて学習内容を紐付ける学習活動の媒介者となり、学校の教育活動

全体を活性化させ得るのではないか」
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４．取組の実際

・基本的な方針（総がかかりながらサスティナビリティを重視した取組）

生徒も教職員もだれもが無理のない形で参画でき、相互協力の下で漸進的な発展ができるような活動に。

・取組の特徴＜クラウド型の取組＞

研究目的等でなく自主的な取組として始まったもの

教職員・生徒のだれもが参画しながら全体を形作っていく

チャレンジングな提案も実現可能なら取り組んでみる

無理のない形で取り組みやすいところから始めてみる

４．１．職員研修などで教職員側のコンセンサスを形成（教職員）

・コーディネータとなる教員などで、定期的にＳＤＧｓやカリキュラムマネジメントについて説明したり、

本校の取組の状況を報告したりするなど、情報とノウハウを共有できるよう努めた。

→校内研修を実施し、できることから活動をはじめてみることを提案し、了承を得る（10/18）。

校内研修の実施（１回目：2018.10.18）
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４．２．活動の周知・啓発

４．２．１．各教科、全校集会などで方針を説明し、生徒・教職員全体での情報を共有（教職員＆生徒）

・ＳＤＧｓ趣旨を説明し、今後本校において、本格的に取り組むことを説明し、生徒からもアイディアを

募集すること、いろいろな場面で先生と生徒が知的な交流ができるように工夫することなどを説明した。

全校生徒に対する説明（10/26） 台紙を受け取り説明を聞く生徒

４．２．２．学校だより「響高校だより」でのお知らせや全校朝礼・終業式・始業式等での校長講話

ＳＤＧｓプロジェクトが開始された月及び12月の「響高校だより」では、ＳＤＧｓについての説明や本校

での取り組みの概要を紹介し、学校関係者や地域の方々にアピールした。

また、活動開始後最初の全校朝礼では、校長講話において「No one will be left behind(誰一人取り残

さない)」を題に講話があった。終業式等では、校長講話において、これまでの取組を振り返り、生徒の意

見などを紹介しながら、生徒や職員の前向きな取組を校長としてうれしく思うことを話した。

学校便り「響高校だより」の一部
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学校便り「響高校だより」（2月号）の一部

４．２．３．生徒会だより「Ｈｉｂｉｋｉニュース」での生徒による啓発活動

生徒会役員の生徒によって、11月号において、ＳＤＧｓへの取組を積極的に働きかける記事を掲載し、生

徒に配付した。
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４．２．４．「ＳＤＧｓ」についての基礎学習を実施（生徒）

・本年度は地理歴史（世界史Ａ：「地球社会への歩みと課題」「持続可能な社会への展望」）・公民科（倫

理「現代世界の諸課題と倫理」等）において、「ＳＤＧｓ」についての基本的な知識（どういう課題があ

るのか、どこで見られるのか、なぜ見られるのか、どのような取組が考えられるのか）についての学習を、

17の班に分かれ、17のテーマそれぞれを調べて発表させた。ポスターを作成して、口頭発表する形式とし

た。

・発表者は、自分が担当する内容が、自分の分野（番号）と異なる領域とも関連していると判断した場合

は、「○○という点で、□番とも関連していると考えられる」として、該当する番号のシールを最大２

枚まで自分の発表内に配付してもよいこととした。

・発表資料は、写真でスキャニングし、冊子化したものを配付し、学習テキスト＆ノートとして利用させ

た。

・発表後は、授業者が資料（レジュメ形式）を配付し、発表を踏まえながら補足説明等を行った。

・発表内容は、相互評価の形式（６項目の観点からなる定型）によって互いに確認し合うものとし、平常

点に反映させるものとした。また、定期考査において、基本的な知識の定着を問うたり、考え論じさせ

たりする問題を出題した。発表者は、発表特典として１問だけ考査に出題する内容を指定することがで

きるとし、発表の最後の部分で問題案として全体に説明することとした。

・全校活動として取組始める前の３年生と、取組開始後の２年生とでは、授業の取組姿勢や完成度にも明

らかな違いが見られた。

文献・スマホ等を利用した調べ学習

どの班も前向きに取り組んでいた（いつもと違う）
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・２年生における基礎学習（グループ調べ学習の発表）の様子
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４．２．５．啓発キャンペーン（教職員＆生徒）

・キャッチコピーの設定

本校キャッチコピー

Ｈｉｂｉｋｉ ＳＤＧｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ

～だれ一人取り残さない～

・啓発ステッカーの作成

全生徒・教職員（校長室、事務室含む）に配付した。

（10月22日）

生徒は筆箱やノート・学習ファイル、鞄、携帯のケー

スなど任意の場所に貼り付け、教職員は指導記録帳の表

紙などに貼り付けていた。

配付した校内用ステッカー・ポスター

教職員は指導記録帳に貼り付けていた 教室黒板などにポスターを貼り付けた

生徒は筆箱やノートなどに貼り付けていた 校長室の入り口にも貼付された
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４．２．６．シールによる学習内容の紐付け（教職員＆生徒）

・１７目標のシールの作成と配付＆収集

１７の目標すべてのシールを作成し、各教科・教育活動に

て、目標と関連すると思われる学習や活動を行った際に、

シールを配付することとした。

シール作成に当たっては、国連日本事務局からＳＤＧｓの

ロゴをダウンロードし、一つひとつのシールをラベルシート

（17㎜×17㎜）にカラープリンタで印刷し、5枚ずつ、2枚ず

つ、1枚ずつのセットにしてボックスに収めた。右図。

シールは、当初はノートや教科書の単元標題の部分に貼り

付けることを想定していたが、生徒からの提案によりシール

台紙に貼り付けることも可能とした（現在は台紙に貼り付け

ている生徒が大半である）。

→これによって、学習内容それぞれがＳＤＧｓによって紐付けられ、それぞれの内容が関連付けられて

いくことをめざした。

（シールは教頭が発案し、事務室のバックアップにより台紙やインクを用意できた。）

・シール利活用の主体

当初：教職員が生徒に「なぜこの授業で、○番のシールを配ったと思うか、考えながらきょうの授業に取

り組んでほしい」など配付しながら、問いかけていく（教職員→生徒）。

実際：生徒からも「今日の授業の内容は、○番の内容に該当するのではないか」「きょうのこの活動は○

番に当てはまると思うから、シールをください」という声が多数寄せられ、教職員が生徒から学ぶ

ことも多くあった（生徒→教職員）。

生徒は予想以上に熱心に集めている 当番日誌のコメント（ＳＤＧｓについてよく書かれる）

授業担当者の振り返りにも活用された（写真は国語の先生） ＳＤＧｓシール（１枚ずつはがせる：写真は「17セット」）
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・部活動での活用（ＪＲＣ部の場合）
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・授業実践事例１＜政治経済：研究授業＞：インタラクティブな思考

公民科指導案

山口県立響高等学校

教諭 竹内 利之

１ 日時 平成３０年１１月１５日（木） 第２限（９：５０～１０：４０）

２ 場所 特２B教室

３ 学級 ３年生選択者（男子１８名 女子１９名 計３７名）

４ 生徒の実態

進路決定者（進学・就職）が多く、センター試験等の受験で政治経済が必要な生徒はいな

い。身近で興味のある教材であれば、真剣に授業に取り組む。

５ 使用教材 教科書「新政治経済」（第一学習社）

６ 単元「現代社会の諸課題」（８時間）

１時間目 地球環境問題①（地球温暖化問題）

２時間目 地球環境問題②（資源エネルギー問題）

３時間目 地球環境問題③（原子力・新エネルギー問題）

４時間目 地球環境問題④（動植物絶滅問題・森林破壊問題・オゾン層破壊問題）

５時間目 日本の人口問題

６時間目 日本の労働問題…本時

７時間目 日本の農業・食料問題

８時間目 世界の人種・民族問題

７ 本時の目標

（１）今後、日本では労働力不足が深刻になることを知り、解決策を考える。

（２）自分の意見を、言葉で相手（班、クラス、先生）に伝える。

８ 評価基準

（１）関心・意欲・態度（探求心を持って課題解決に積極的に取り組む）

（２）思考・判断・表現（自分の考えを正確に伝える）

（３）資料活用の技術（いろいろな資料を正確に読み取る）

（４）知識・理解（基本事項を理解し、その知識を身につける）
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９ 指導手順

学習内容 先生の指導 生徒の活動 評価の観点

（時間）

導入（３分） 1 ＳＤＧｓシールを配布する。 1 シートにＳＤＧｓシールを貼り、

「８ 働きがいも経済成長も」 内容を記入する

「10 人や国の不平等をなくそう」

2 今日のプリントを配布する。 ※「日本の労働問題」のプリント

１ 労働問題 １ ハラスメント １ 質問に答える。（空欄補充） 正解を答え

（１０分） 残業・過労死 作業をする。（図表） ることがで

非正規雇用の問題 きるか。

を説明する。 色ペンを用

２ 少子高齢化 ２ 少子高齢化に伴い労働力人口 ２ 質問に答える。（空欄補充） いて丁寧に

問題（５分） が不足することを説明する。 作業をする。（図表） 作業ができ

るか。

考察１ 今後の労働力不足をどのように解 自分の意見をプリントに記入する。 挙手をして

★今後、労働 消するかを考えさせる。 回答した生徒の意見（板書）も記 答えること

力不足をどの （AIの活用、ロボットの活用、外 入する。 が で き る

ように解消す 国人労働者の受け入れなど） か。

るか（５分）

考察２ 多くの外国人が労働力として流入 グループワーク① 積極的に活

★多くの外国 した場合の問題点を考えさせる。 （班で意見を出し合い、大判用紙 動している

人が労働力と に記入後、意見を発表する） か。

して流入した

場合の問題点

（１０分）

考察３ 出てきた問題点を整理し、解決策 グループワーク② 積極的に活

★解決策 を考えさせる。 （班で意見を出し合い、大判用紙 動している

（１０分） に記入後、意見を発表する） か。

まとめ（７分） １ 日本政府が取ろうとしている対 １ 新聞記事を読む。

策（外国人受け入れ）を 説明

する。

２ 班で記入した用紙を回収し、次 ２ 説明を聞く。

の授業でまとめたプリントを配

布する。（予告）

授業者のねらいが明確になり、本時の授業が

どこをめざしているのかが、生徒にも理解しや

すい。

問いとして機能し、先生が何を考えてほしいのか

について、生徒が見通しを立てることができる。

動機付けとして作用している。

学習を進める内に、生徒のほうから「これは５番

ジェンダーにふれていると思います。シールは配

らないのですか」という指摘。双方向的な授業を

支援するツールとして機能。（今回は、生徒の気

付き→教員の気付きだったが、教員がわざと特定の

番のシールを配付せずに、生徒に指摘させるとい

う方法も可能性としてはあり得ると感じた。）

授業の総括で振り返り、本時の課題に向き合う際

に教員が重視していた見方のみでなく、生徒から

の新しい見方が提示されたことを、授業者として

高く評価していた。

生徒の学びの主体性を高く評価することにつなが

っていったと考えられる。
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（竹内教諭の実践）

学びの必然性を
支援するツール
となっている
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・授業実践事例２＜数学Ⅲ：研究授業＞：オーセンティック（真性の文脈）な学習へのアプローチ

【課題レポートについて】

１ 課題 「１辺１２㎝の厚紙に展開図をかいてできる立体で、容積が６４㎤以上となるものを示せ。」

（課題の元になっているのは、数学Ⅱ 微分法で増減表を用いて最大値を求める問題）

※ 立体は、厚紙で全面が囲まれていて、閉じていること

※ 実際には必要である「のりしろ」などは、ここでは一切考えない

※ 厚紙の一部を切り取って、他の場所へ継ぎ足すような使い方はしない

２ 生徒の実態

・数学Ⅲは３学年での選択科目であるが、選択者は数学が多少好きというだけで、大学に

進学希望の者も受験や大学入学後に数学Ⅲをほとんど必要としていない。

・選択者は、基本的な問題を問う定期テストでは良い点数を取るが、問題解決のために自

らが発想して、検証していくことには、不慣れであり、苦手である。

３ 目標 ・これまで学んできたことや身近な事象をヒントにして、自由に豊かに発想する。

・発想したアイデアを具現化できるかしっかり検討し、立体の体積、または体積の最大値

をこれまで学んだ数学を用いて具体的に求める。

・立体のおもしろさ、数学の有用性を感じるとともに、課題解決に取り組むことで、その

難しさや楽しさを体験する。

４ 時間配分 探求 … 約８時間 発表会 … １時間

※ 発表会（H30.11.13）の様子 出席者：生徒 ２名、 指導教員 １名、 参観教員 ５名

探求の成果をプレゼン。

参観した他教科の教員か

らの質問にも、精一杯返

答していた。 →

※ 今年の探求の途中で実際に作られた生徒の試作模型（１辺25.7㎝の正方形の用紙で作成）

← 条件を満たすものも、満たさないものも

ある。今年はユニークなアイデアが多く出た。

条件を満たす生徒のアイデアの１つ。 →

検証は、生徒の持つ知識では難しかった。

教員が予想できなかった形。

・「限られた条件のなかで、最大限の容積を確保する」思考は、容器の設計や、ビルなど建築物の設

計、また服飾などのデザインなどにも十分つながる思考である。

・ＳＤＧｓ「９」（産業と技術革新の基盤）を配付し、真性の文脈と関連付けた。

（藤本教諭による実践）
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・授業実践事例３＜国語科現代文：日常の授業実践＞

３年生の現代文で森鷗外の『高瀬舟』を取り扱った。高校生で近代の作品を読んでほしいという思いでこ

の作品を読んでもらうことにした。SDGsの取り組みが全校で始まり、教科でも何かできるのではと考えてみ

た。

・取り組み

『高瀬舟』には様々な問題が取り上げられている。この小説の中核となるものは「安楽死」の問題である。

それについて、授業中に「生死」「健康」そういった観点から「３すべての人に健康と福祉を」、また、意

志のない患者に対して安楽死をするのは「不平等」であるという観点から「１０人と国の不平等をなくそう」

のシールを配付し、一つのことでも多角的に観ることにより、さまざまな観点が生まれることを説明した。

また、喜助と庄兵衛の二人の生活状況を読み解いていくと、労働や生活に関して考えることができるため、

「８働きがいも生きがいも」を配付した。

喜助の両親が生きており、きちんとした教育が受けられていれば、このような労働環境にはならなかった

のではと考えることもできる。これは授業では配付をしなかったが、一覧表にこっそり貼ってみた。生徒か

らの反応はまだない。

現代文だけでなく、古典の授業でも「天皇」についてとりあげ、雑談の中で現在は女性が天皇となれない

ことを「５ジェンダー平等を実現しよう」という観点になるし、11月23日の「勤労感謝の日」について「８

働きがいも生きがいも」「１４海の豊かさを守ろう」「１５陸の豊かさも守ろう」の考えを示した。（シール

の配付は無し）

最後に･･････

国語科ではこの取組みをすることが難しいと思っていたが、何にでも理由付けをすればいろいろな考えが

見つかり、より知識や考え方が深まっていくことが分かった。生徒には今後、受け身ではなく自分から考え、

観点を広げていってもらいたい。

（西山教諭による実践）
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・授業実践事例4＜地理歴史科（地理Ｂ）＞

対象生徒 第３学年選択者１９人

単 元 名 世界の宗教と生活文化

単元目標 世界の主な宗教とそれに基づく生活について調べて発表することにより、宗教の分布や特徴を理

解し、得た情報を基に他者に適切に説明したり、それを活かした活動を行うことができる。

生 徒 観 ２学期の最終週間となり、授業者の授業方針をよく理解し、良好な学習の雰囲気が維持されてい

る。理解力は開きが大きいが、班活動などではだれもが主体的に学習に取り組んでおり、授業者の

期待に応えようと努力している。

授業展開

展開１：世界の宗教と生活文化についての基礎学習＜合計４時間＞

１．１．班（４人程度）を形成し、調べる宗教（３大宗教＋２大民族宗教）を決める。

１．２． 各宗教の分布、開祖や教義などの基本情報、教派と特徴などを調べ、

１．３． 模造紙１枚以上のポスター形式にまとめて発表する。

１．４． 関係するSDGsは各班が決める（理由を説明させる）。

展開２：世界の宗教と生活文化についてのプレゼンテーション＜合計２時間＞

２．１．各班による各宗教と生活文化についてのプレゼンテーション。SDGsシールを配付する。

２．２．同上（発表は相互評価され、平常点に入れる。発表後に授業者が補足。）

展開３：世界の宗教と生活文化の学習を踏まえた食文化の体験学習＜合計３時間＞

３．１．各発表担当宗教の学習を踏まえた献立の計画（SDGs[12]＋各班で設定）

前日放課後．（地元のスーパーマーケットに集合し、食材などの買い出し。）

３．２．調理実習（各宗教の学習を踏まえていればオリジナルの料理も可）

３．３．２時間連続＋昼休みを利用した実習授業（SDGs[17]＋各班で設定）

展開４：まとめの学習＜1時間＞全体の振り返りとポイントの整理

結 果 基礎学習→発表・評価→実習の学習形態は、これ以前にも「世界の気候」などで何度か行ってお

り、生徒はごく自然に取り組んでいた。もともと取組の状態がよいクラスだが、シールが各時間の

授業・各班の発表で伝えたい内容を示すことになり、学習の取組姿勢をよくしていた。

各宗教発表班ごとに分かれて実習活動 実食する場面（写真はヒンドゥー班。左の人物は緊急参戦した世界史教員）

(蒼下による実践)
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・授業実践事例５＜家庭科＞

【２年生】

１ 科目名 家庭総合 （教科書『家庭総合』自立・共生・創造（東京書籍））

２ 単元名 第２章 子どもと共に育つ（保育分野）

３ 学習内容 子どもの心身の発育や子どもの生活の特徴、親の役割や子どもとの関わり方などをプリン

ト学習や離乳食実習など取り入れながら学習した。

４ 生徒の反応

ＳＤＧsについては、小単元「子どもの権利と福祉」のなかで発展途上国の子どもたちの境遇や日本にお

ける児童虐待の問題を取り上げたところ、授業の終わりに「今日の内容はＳＤＧsの３番（すべての人に健

康と福祉を）にあてはまるんじゃないですか。」と生徒から声が上がり、ＳＤＧsに対する意識や関心が生

徒に芽生えていると感じた。すると、他の生徒も「１番（貧困をなくそう）もあてはまるよ。」「１０番（人

や国の不平等をなくそう）もじゃない。」と声が上がり、ある生徒は「私がシールを配るよ。」と自ら率先

して動いて、反応が薄い生徒も配られたシールを見てＳＤＧsを意識することができたと思われる。

また、定期考査のなかで、「家庭科の授業内容のなかで、ＳＤＧsと関連していると感じたことや印象に

残っていること」を記述させたところ、同じ教材であっても生徒は様々な視点でとらえていることがわかり、

ＳＤＧsを通して授業の広がりを感じることができた。

【３年生】

１ 科目名 フードデザイン 新訂版（教科書『フードデザイン』（実教出版））

２ 単元名 ６章 フードデザイン実習

３ 学習内容 毎回１食分の献立の調理実習を通して、食品の調理上の特徴や調理技術を学び、班の人と

協力する姿勢と手順を考え効率よく作業する実践力を身につけている。

４ 生徒の様子

ＳＤＧsとの関連については、実習の後に生徒から「残さず食べることや最後まできちんと片付けること

は１２番（つくる責任つかう責任）にあてはまるよね。」とＳＤＧsを意識する発言があった。授業のなか

で教員側が働きかけることがなくても、学校全体でＳＤＧsに取り組む雰囲気があれば、生徒から気付きや

意見が出てくることがわかった。

(田中菜穂子教諭による実践)
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４．２．７．ソーシャルビジネス理解（全生徒）

・台紙に一定数のシールを集めて申請すると、「八起の家」（障害者の就労を支援するＮＰＯ法人：本校

でパン等を月２回校内販売を実施している；就労継続支援Ｂ型事業所）の校内販売「交換券」（商品１個

分）を受け取ることができる制度を開始（11月から）。

・元々の提案は生徒側から「記念品」みたいなものを…というものであったが、事務室と校長などが対応

を協議し、「だれもがハッピーになれる仕組み」として発案し、ＳＤＧｓ担当者で制度を整備した。

・自分たちの経済活動が地域に貢献するというソーシャルビジネスを学習するという側面でも有効。

・単に「パンのためにシールを集める」生徒よりも、「障害のある人々の活躍の場を応援できる」という

ことに集める意義を感じた生徒が多かったことは、意外な側面であった。実際に挨拶やコミュニケーショ

ンを楽しんでいる生徒も多く見られ、好評であった。

台紙にシールがたまった生徒に対して、「交換券」と新しい台紙をつけて朝礼・終礼時に担任から返却してもらった

実際に購入している様子（150個のパンが５分で完売…）
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参考

平成30年10月23日(火）

シールを通したＳＤＧｓに対する意識啓発のための試みについて

ＥＳＤ（ＳＤＧｓ）チーム

西山 友梨 ・ 蒼下 和敬

１．内 容

ＳＤＧｓシールを一定数集めた者に、「八起の家」（本校出入りのパン店）のパンの校内販売１袋分

交換できる券を渡す。

２．目 的

環境経済の概念（外部性の内部化）を援用し、シールを集めることの有用性を外発的動機付けによ

り促進しつつ、この過程を繰り返す中で、日々の学習の内発的動機付けにつなげ、学んだ内容間の関

連付けを促進する。

３．期間と交換基準

第１期…１１月１日～１１月３０日 ２０枚で交換券１枚。

第２期…１２月１日～１２月２８日 ３０枚で交換券１枚。

第３期… １月４日～ ２月１５日 ３０枚で交換券１枚。

ただし、交換可能な枚数は、１ヶ月で一人最大２枚までとする。

交換券自体の最終有効期限は２月１９日（火：最後の販売予定日）までとする。

状況によって期間、基準が変更、中止されることもある。

４．交換券のデザイン

別紙１の通りとする（生徒会が作成する）。

５．交換の方法と条件 No.( )

・配付されたシールを台紙に貼り、指定枚数になった
Hibiki SDGs Project

台紙を、担当者の西山・蒼下に提出する。
交換券申請用紙

・提出時に、右のような交換申請用紙に記入する。

・台紙には、「学習日時」「どの時間」「内容」が 年 組 番

明記されていることを条件とする。 名前

・同じ学習内容（活動）で同じ種類のシールを何枚も 今月【 】枚目の申請

貼り付けたものは重複と見なしカウントしない。

・交換券は、校内販売のみに有効とする。 申請日 月 日

６．開始までの役割分担とチェック改善体制

・外渉（パン店との調整） …校長 ・交換券の発行、交換の審査…西山

・総務、交換の審査 …蒼下 ・企画(元アイディア提案) …池田

・経理とパン店への支払い …事務室（事務長、池田）

・運営上の課題の協議 …上記スタッフと教頭とＳＤＧｓチーム（中村・田中ﾅ・藤本）

「八起の家」と提携した取組の企画書
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４．２．８．「ＳＤＧｓ通信」（週に１度程度）の発行による情報の共有

・取組内容

表面：ＳＤＧｓや響高校の取組の細心の動向を報告し、取組意識の共有化を図る内容を掲載。

裏面：毎週「今週のイチオシＳＤＧｓ」として、生徒が他の人に紹介したい学習や活動を書かせ、その

一部（多様性→内容のよさの順に選考）を切り貼りして配付し、全体で共有。

・効果

生徒

生徒の振り返りに繋がり、やりっ放しにならない効果がある。

他者に紹介する等、日頃から意識して取り組むことができる。

掲載された生徒は思ったよりも嬉しそう。

教職員

指導活動の振り返りに繋がる

（「紹介されるとやっぱりうれしい」「教えた意図と違うぞ！」）

カリキュラムマネジメントにも有益

（「この分野はどの教科もあまり扱っていないんだね」など）

「ＳＤＧｓ通信」の裏面を見て話す生徒たち

毎週取り組む「今週のイチオシＳＤＧｓ」

「ＳＤＧｓ通信」の裏面をみる生徒たち
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・「ＳＤＧｓ通信」第1号の表面

（実際はA3サイズ）
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・「ＳＤＧｓ通信」第1号の裏面（裏面の方が人気。）

（実際はA3サイズ）
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・「ＳＤＧｓ通信」第2号の表面

（実際はA3サイズ）
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・「ＳＤＧｓ通信」第2号の裏面
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・「ＳＤＧｓ通信」第3号の表面

（実際はA3サイズ）
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・「ＳＤＧｓ通信」第3号の裏面
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・「ＳＤＧｓ通信」第4号の表面

（実際はA3サイズ）
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・「ＳＤＧｓ通信」第4号の裏面
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・「ＳＤＧｓ通信」第5号の表面

・裏面は、後述の生徒アンケートによる分析の生徒記述を紹介したものと同じなので、省略する。

（実際はA3サイズ）
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・「ＳＤＧｓ通信」第6号の表面

（実際はA3サイズ）

裏面は、後述の生徒アンケートによる生徒記述を紹介したものと同じなので、省略する。
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・「ＳＤＧｓ通信」第7号の表面

（実際はA3サイズ）
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・「ＳＤＧｓ通信」第7号の裏面

（実際はA3サイズ）
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４．２．９．「ＳＤＧｓコーナー」の設置

・内容

各教科等で作成した学習成果物（ポスター）などを掲示

ＳＤＧｓのシール、ステッカーを教職員・生徒のだれもが自由に取って使えるように設置

ＳＤＧｓ関連資料等を気軽に参照できるように展示

「Ｈｉｂｉｋｉ ＳＤＧｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｃｈｅｃｋ」（教育活動一覧表）を掲示

シールボックスは実習教員の先生がアイディアを出し作成。

・効果

学校全体での取組ということが認知されはじめ、多くの生徒が立ち寄ったり眺めたりしている。

ＳＤＧｓ活動の拠点として機能している。

シールと台紙を補充する様子

シールを手に取って持ち帰る生徒

上級生のプレゼン資料を参考にする生徒

SDGs コーナーで作業する生徒 SDGs Checkを書き込む生徒
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12月末時点のＳＤＧｓコーナー（管理棟コーナー）の様子

２年生の発表ポスターの掲示に更新された
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４．２．１０．Ｈｉｂｉｋｉ ＳＤＧｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｃｈｅｃｋ（教育活動一覧表）

・響高校全体でどのような学習・活動が行われているかを

「見える化」するため、ＳＤＧｓコーナーの壁に一覧表

のような形で掲示スペースを設置。

・授業者、生徒が、紙片（8ｃｍ程度の正方形）に学習日、

教科・活動名、学習内容の紹介を書き、該当す る番号

の枠のところに貼り付ける。だれでも投稿できる。

（授業は赤ペン、部活動は緑ペン、ＬＨＲ・総学は青ペ

ン、その他は黒ペンで書き、区別できるようにした）

・投稿者は、紙片を投稿（貼付）すると、投稿したゴール

の番号のシールを持ち帰ることができる。ただし、同じ

内容が既に紹介してある場合は投稿しないこととした。

・「一覧表」の発想は、ＪＲＣ部顧問による（ＪＲＣ活動で振り返り活動をする際の方法を援用）。

製作作業は興味をもった生徒が自主的に集まり、放課後に行った（11/2）。

・結果

製作活動…夢中になって工夫しながら作成した（生徒はこのような作業はやりがいを感じるという）。

貼付活動…創り上げていく実感があるといい、楽しそうに貼り付けていった。

最近では、職員室への用事の帰りなどに立ち寄って貼る生徒が多い。

どのようなバランスで教育活動が実践されているかが見える化され、よく分かるようになっている。

生徒が設定したルールと案内ボード 実際の書き込み（開始２日めの様子）

放課後に任意の生徒と教職員で作成した 一覧表全体の様子
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４．２．１１.校内掲示物をＳＤＧｓで関連付け

校内の各種案内、掲示板の掲示物に、生徒が「関係する」と思ったＳＤＧｓ番号のシールを貼り付ける。

知的なやりとりを楽しむこと、掲示物のメッセージ性を響高校の生徒の視点から捉え直すことが目的。

「今週のイチオシＳＤＧｓ」（生徒の気付き）では、「帰りに昇降口の掲示物にＳＤＧｓシールが貼られ

ていることに気づいた。ポスターを作った人や貼った人の意図が伝わってきた。」などのコメントが出た。

生徒が話し合いながらシールを貼っている様子 ＳＤＧｓシールが貼られたポスター

４．２．１２．ＳＤＧｓに関係した新聞記事のスクラップ

ＳＤＧｓを直接扱った新聞記事のスクラップ集をＳＤＧｓコーナー（その２）に掲示し、ＳＤＧｓ自体

の最新の動きを紹介する。

国語科では、「ＳＤＧｓで新聞斜め読み」として、生徒が気になった新聞記事を切り抜きして模造紙に

ＳＤＧｓシールと共に関連付けて紹介する活動を実施（後述）。

ＳＤＧｓスクラップ ＳＤＧｓ関連記事の掲載コーナー（SDGs通りその2）
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４．２．１３．新聞記事を用いた現代社会とＳＤＧｓとの関連付け

（西山教諭による実践）

対象生徒

「国語表現」選択者 ３６名（３－１ ２０名、３－２ １６名）

生徒の実態

生徒の中で、自宅で新聞を購読していない家庭が約半数ある。ま

た、実際に新聞を読んでいるという生徒も少ない。

課題

新聞にあるSDGsに関連する記事を探し、それに対する感想を書く。

それについてのプレゼンテーションを行う。

目標

・新聞を読んで、社会情勢を捉える。

・SDGsの目標と社会情勢を関連づける。

結果

生徒の感想には「SDGsに関連することがたくさんあることに気

づけた」「新聞を読む機会ができてよかった。これから、新聞を

読んでいきたい。」と取り組みを良い評価している。

生徒は自身の将来を見据え、新聞記事を選んでいた。例えば、

看護師を志望している生徒は健康に関すること、教員志望の生徒

は小学生の荷物の問題について取り上げていた。社会情勢を捉え

るだけでなく、自分の進路に関心を向けているという新たな発見

でもできた。 生徒が作成した発表資料と原稿

発表の様子
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４．２．１４．民間企業や地域団体、ＪＩＣＡなどで取り組むＳＤＧｓ活動を紹介する展示

民間企業のＣＳＲレポートや北九州市魚町銀天街の取り組みなど、実際に企業や団体が取り組んでいる

活動の中からＳＤＧｓを見いだせるよう、資料を取り寄せたり教職員が現地で集めたりした資料を基にＳ

ＤＧｓコーナーに展示。

企業ＣＳＲレポートは企業のイメ

ージ戦略とも直結しており、冊子のデ

ザインなどが生徒の目を引いて、生徒

は手にとって見ていた。ＳＤＧｓを「授

業の教材」と見ている本校生徒には、「先

生、会社もＳＤＧｓやってるんですね」

という感想を述べる者もいた。

また、興味をもった生徒のうち数人

は、企業のＣＳＲレポート取り寄せサ

イトから実際にレポートを取り寄せた

者もいた。

ＪＩＣＡ資料やＳＤＧｓ関連書籍を

展示しているコーナーでは、生徒が立

ち寄り、手に取っていた。また、ＳＤ

Ｇｓ関係の調べ学習の際には、このコ

ーナーの書籍などを基に調べてまとめ

た生徒も多くいた。ＪＩＣＡ関係の冊

子は、イラストなども工夫されており、

そのまま引用した生徒もいた。

４．２．１５．職員の研修

・定期的な職員研修での報告

・ＳＤＧｓコーナーでの掲示物（カリマネボード）等、生徒作成物の見学

・ＳＤＧｓ通信の配付で、全体の動きを把握

・「ＪＩＣＡ地球ひろば」（東京）での情報収集（地歴科教員：11月）

・学会や研究協議会などでの情報収集

地歴科教員「地理科学学会」（広島市）11月、

全国の地理教員が集う会議等での事例発表、12月

国語科教員「ブックフェア」（北九州市）11月、

国語科教員「JICA×テラ・ルネッサンス『持続可能な国際社会をつくるためのSDGs実践者セミナー』」（京都市）12月

国語科教員「SDGsでつながる京都とイスカンダル・マレーシア～京都市発環境教育から低炭素社会づくりへの挑戦～」（京都市）12月
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４．２．１６.サテライト図書館を設けたおける企画展示

ＪＩＣＡ地球ひろば（東京）を見学した教職員からの報告と提案により、図書担当教員と事務室で企画。

地球ひろばの推薦図書をすべて購入し、それぞれにシールのタグを付けて企画展示。

響高校のＳＤＧｓコーナーにサテライト展示した。

ＪＩＣＡ地球ひろばでの図書展示からの情報収集 ＳＤＧｓが特集化されたブックフェアへの参加

ＳＤＧｓサテライト図書館設置の様子

（設置は生徒が主体となって行った）

完成後のようす

左：ＪＩＣＡ地球広場に展示されていた書籍を購入し、ディスプレイ。

右：生徒が目録などから選書し、購入した冊子をディスプレイ。

（既存の掲示物などに干渉しないよう、

廃棄相当の椅子などで高さを調節してスペースを確保した）
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４．２．１７．修学旅行都内見学をＳＤＧｓでテーマ付け

修学旅行３～４日目に実施される都内班別自主見学において、ＳＤＧｓの学びを深められるような見学計

画を立てて実行できるように指導。街づくり、産業とインフラなどが比較的多いが、多岐にわたる設定。

作成中の都内自主見学企画書

修学旅行について話し合う様子
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(SDGs通信第6号より)
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４．２．１８.①民間企業のＣＳＲを利用したＥＳＤ

ＰＴＡ役員である保護者が勤務している会社などのＣＳＲを、保護者をゲストティーチャーとして実施し

てもらった。次ページ要項に詳細。

50分の学習会の冒頭で、[６][８][12][15][17]番のSDGsシールを配付し、「なぜこのシールを配付したの

かを探りながらきょうのお話をきいてほしい」と方向づけた。一方で、学習会の中で生徒が自らSDGsとの関

連を見いだした場合には、自分でメモできるようにした。

タイアップした企業にとっても初めての試みということで、東京の本社部長、中国ブロック支店長なども

駆けつけた。また新聞社にも取材に来てもらい、学校・企業双方の取組が県内に周知されるようにした。

生徒からは、「今までの講演会の中で一番よかった」「企業がボランティアみたいなことをしているのは、

ただカッコつけているだけじゃないんだってわかった」などの感想があった。

詳細は３ページ後ろに掲載している。

・「持続可能な社会づくり学習会」の様子

企業にとっても本校にとっても初めての試みとなった

企業の生の話しは教員にとっても勉強になった 振り返りシートに記入する生徒の様子

来校されたサンリーブの方と本校校長・担当者
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＜参考＞ 平成31年１月８日(火)

保護者を講師に招いた「持続可能な社会づくり」学習会について

ＳＤＧｓ担当

０ キーワード

学習内容： 森と水の環境保全 / ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動

教育活動： ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）、ＳＤＧｓ、環境教育、産業・消費者教育、地域連携（地元企業、保護者との連携）

１ 目 的

生徒にとって最も身近な社会人である保護者が勤務する地元の事業所のＣＳＲ活動を、保護者を講師と

して生の声を聞いたり、体験的な活動を踏まえたりしながら学習することによって、様々な立場からの持

続可能な社会づくりへの参画が重要であることを理解し、生徒自らも積極的に関わろうとする態度を育て

る契機とする。

２ 日時・場所

平成３１年１月２５日（金）６時間目（１４：２５～１５：１５）、本校視聴覚室

３ 実施形態

全校集会（２・３学年合同）の形態で実施する（朝礼隊形で整列）。

４ 講 師

講師名 吉田裕子（よしだひろこ）さま

紹 介 地元豊浦町在住、本校２学年在籍生徒の保護者。本校ＰＴＡ会計監査役。

サントリー商品の販売を主とするグループ企業サンリーブ株式会社（中国事業所：広島市）で

１６年間ご勤務。

現在は、マーケティングアドバイザーとして顧客に対して商品の案内や企画の提案等をされ

るなど多岐に亘りご活躍。専門資格である「天然水アンバサダー」を取得し、製品の品質維持

に欠かせない森や水の保全に関することにも詳しい。

５ 実施内容（役割分担）

（１）開講行事：講師入場、あいさつと趣旨説明（蒼下）、講師紹介（校長） 5分

（２）講師による「森と水の教室」（仮称） 30分

・飲料水メーカー･販売企業の活動内容についての話

・森と水を守る活動についての話（「天然水」配付＋説明＋アニメビデオなど）

・企業が環境対策などに積極的に取り組む理由についての話 他

（３）閉講行事：生徒代表謝辞（生徒会）、講師退場 5分

アンケート・感想文記入 10分

６ 準 備

・マイク、プロジェクタ、ノートＰＣ（ＰＰＴ可）、感想文用紙、資料印刷 蒼下、西山

・講師用水（２本）、おしぼり 事務室

７ そ の 他

・サンリーブからは講師本人と会社マネージャーが来校する予定。

・この学習会は、事前にマスコミに情報提供する予定。
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・学習の記録シート

・紹介された新聞記事

（山口新聞 2019/01/26）
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・生徒の感想から

(SDGs通信第6号より)
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４．２．１８.②民間企業のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・事業継続計画（ＢＣＰ）の視点から学ぶＳＤＧｓ学習会

・「①（サントリー）」の取組との共通点や相違点を踏まえた計画を要請した。

【参考】中国電力を招いた学習会の場合

平成３１年２月４日(月)

企業の危機管理・事業継続の視点から学ぶ「持続可能な社会づくり」学習会について（案）

ＳＤＧｓ担当

０．キーワード

学習内容： 電力（エネルギー）問題 / 社会資本(インフラストラクチャー) / ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動

危機管理(ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ) / 事業継続計画(ＢＣＰ）

教育活動： ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）、ＳＤＧｓ、環境教育、エネルギー教育、

地域連携（地元企業との連携）

１．目 的

エネルギー関連企業がいかなる時も安定して地域にサービスを提供し続けられるようにどのような見

通しを立てて取組んでいるのかを現場で働く社員から聞くことにより、事業継続や危機管理の視点から

企業の社会的責任について理解し、生徒自らも責任ある社会の一員として地域社会に向き合おうとする

態度を育む契機とする。

２．日時・場所

平成３１年２月１９日（火）６時間目（１４：２５～１５：１５）、本校視聴覚室

３．実施形態

学年集会（２学年６９人、教職員１０名）の形態で実施する。

４．講 師

講師名 吉木 楊一郎（よしき よういちろう）さま

紹 介 東京都生まれ、平成２３年に山口県立下松工業高等学校電子機械科をご卒業後、中国電力

株式会社にご入社。島根原子力発電所３号機の運転・保守業務をご担当され、平成３０年よ

り山口支社（広報グループ）で、次世代層を対象としたエネルギー環境教育支援活動（発電

所見学、出前授業他）をご担当されている。若々しいエネルギッシュなお話に定評があり、

大学や生涯学習などで多くの講座をこなされている。

５．実施内容（役割分担）

１）開講行事：講師入場、あいさつと趣旨説明（蒼下）、講師紹介（校長） 5分

２）講師による「安全安心な暮らしを守る企業の責任と取組み」（仮称） 30分

・電力事業会社としての取組（ＣＳＲ等含む）についての話

・インフラ企業としての危機管理対策や事業継続計画についての話

・現場で働く社員が経験から学んだことについての話 他

３）閉講行事：生徒代表謝辞（生徒会）、講師退場 5分

アンケート・感想文記入 10分

６．準 備

・マイク、プロジェクタ、ノートＰＣ（ＰＰＴ可）、感想文用紙、資料印刷 蒼下、西山

・講師用水（４本）、おしぼり 事務室

７．そ の 他

・中国電力からは講師ご本人（と３名）が来校される予定。

・この学習会は、事前に報道機関に情報提供する予定。
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・当日の様子

中国電力からは、高校での講座自体が初めての取組と言うことで、広報担当の方３人が来られた。

本時のねらいとして[4][7][8][9][11][12][13]のシールを配付し、「話のどの部分が該当するか考えて」聞くよう告げた。

まずは、中国電力のＣＳＲ活動をＳＤＧｓと関連付けながら説明された。

続いて、ライフラインを扱う企業として電力を安定供給するための工夫を、電力会社の立場から環境問題、エネルギーの

安全保障問題などと関連付けて説明された。

最後に原子力発電所の事故等にふれ、過去の教訓を基に安全安心へ向けた取組に電力事業者として努力していることを説

明された。

生徒からは、「電気を当たり前のように使っていたがそうではなく、社会的責任として働く人たちがいることを知った」「発

電方法の組合せなど考えることが多かった」「環境や安定を求めるなら、他にも方法はあると思う。原子力発電を進めようと

している点ではもっと突っ込んだ説明がほしかった」等、多様な振り返りが見られた。

来校された中国電力の方と本校校長・担当者
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４．３．学習活動の評価

４．３．１．基礎学習

・プレゼンテーションにおける相互評価（教員による評価も含む）による評価

４．３．２．定期考査における出題

実施可能な各教科・科目で「ねらい」を定めて、試験を実施。

◇地理Ａの場合

・ねらい

ＳＤＧｓに関する基礎的事項の確認として出題している。

・内容

問１ 空欄の補充（８問）

問２ タイトルとロゴの関連付け（７問）

・結果

正答率97％（（68人×15問－誤答総数）÷68人×15問）

そのうち大半の間違いは、「１：貧困」を「貧因」としていたものや、「５：働きがい」を「働がい」

としていたもの。内容自体の大幅な誤答はごく少数であり、空欄はほとんどなかった。正答率が最も低

い生徒も、全体の半分以上は正答を得た。

出題者（竹内先生）分析としては、「興味が違う。日頃からいろんなところで触れているので、自然と

身に付いているし、モチベーションも全く違うものがある。同時に出題した都道府県の分布などの基

本的な知識を問う問題の正答率はとても低かった。」という結論であった。
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◇家庭科の場合

８ 下の会話文は、ＳＤＧｓについてある高校生が話しているものである。以下の問いに答えなさい。

響子「うちの学校では、最近、ＳＤＧｓについて勉強しているよ。」

豊夫「ＳＤＧｓって何のこと？」

響子「日本語で『持続可能な開発目標』って言うんだけど、２０１５年に国連総会で採択

されたんだって。地球上のすべての人々の平和と、地球規模の環境対策の持続的な発

展のために、企業や政府、学校などでその中のいくつかの目標に取り組むこととされ

てるんよ。」

豊夫「へぇ～、じゃあ高校生の僕たちも、何か取り組まないといけないの？」

響子「私たち高校生は、まずＳＤＧｓについて知ることが大事なんじゃないかな。うちの

学校では、地歴科の授業で１７の目標の内容を自分たちで調べて発表したし、他の授

業でもＳＤＧｓの１７の目標に関連する内容は、意識して記録するような取り組みを

しているよ。」

豊夫「例えば、２学期にやった家庭科の授業では、ＳＤＧｓと関わる学習内容ってどんな

ものがあった？」

響子「そうねぇ。【Ａ】番の【 Ｂ 】に関連する内容として、【 Ｃ 】を学んだよ。」

（問）あなた自身が、２学期の家庭科で「ＳＤＧｓ」と関連する内容と感じたこと、印象に残っていること

を、響子の会話の空欄【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】を使って説明しなさい。

①【Ａ】 ＳＤＧｓの１７の目標の番号

②【Ｂ】 【Ａ】で答えた番号の目標

③【Ｃ】 家庭科の授業内容で感じたこと、印象に残ったことの説明

・ねらい

家庭科の授業で学習した内容を、現代世界の諸課題（ＳＤＧｓ）の学びの文脈の中で活かし、論理的に説

明できているかどうか。

・結果

平均得点 4.63 /5点満点

ほとんどの生徒が学習内容を踏まえ

て論述できていた。一部の生徒は、

家庭科で学習した内容ではなく、他

教科の内容を書いていたり、論理性

を欠く内容を記述していたりした。

全体的には、家庭科の分野に関係す

る3「健康と福祉」、8「飢餓をゼロに」

12「作る責任使う責任」などがあり、

それを土台にして16「平和」などを考察

しているものが多かった。
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◇世界史Ａ（ＳＤＧｓコア科目）の場合

①各番号３～４問程度の出題（右の資料）

・ねらい

各番号の意味や特徴を理解しているか

どうかを確認した。

・内容

全５２問

・基本的情報（どこ、どのくらい等）

・内容の理解（どのような）

・原因の説明（なぜ）

・解決方法の模索（どうしたら）等

・結果

全問題の平均（34.8点/52点）

全平均正答率（約67％）

・考察

全体的には、どのような特徴か、ど

のような傾向があるかなどの出題が多

いが、意図的に細かい数字や地名など

も問うた。全体的には正答率50％程度

を目指していたが、高かった。

提出物（任意提出）を見ると、テス

ト前の復習をいつもより丁寧に行って

いる生徒が多かった。正答率100％の生

徒は、日頃は平均点以下であるが、担

任に「ＳＤＧｓは１位とるけぇ！」と

宣言していた（実際に取った）。
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②論述による学習内容を踏まえたアウトプット

（右の資料）

・ねらい

ＳＤＧｓ１７のうち一つを選び、課題を適切

に把握し、授業内外で学んだことを踏まえて考

察し、解決策を模索できているかを評価する。

・内 容

右の通り。出題の趣旨や評価のポイントはあ

らかじめ告知している。350字以上で答えるこ

ととした。

・諸課題の特性を理解できているか。

・背景、解決法について論理的に考察、説明

できているか。

・考察、説明過程で、教科学習の枠内のみな

らず、教科横断的な思考活動ができているか。

・結果

全体の平均点 36.1点/48点

全平均得点率 75.3％

・考 察

試験監督者の所見として、「時間いっぱいまで

一生懸命に集中していた。結構中身のあること

を書いていた。」

出題者の所見としては、評価の規基準があるの

で必ずしも高得点になっていないが、出題者の勉

強になる記述や家庭でさらに調べを深めたことが

伺える記述が多数あった。

指定字数（時間）不足は２人/67人。

選んだ番号は、自分が発表した班のもの、そして

他班の発表だが、興味をもったものなどが多かっ

た（友達にＬＧＢＴであることを告白した人がい

るなど）。家庭科では、３（健康と福祉）が30人

であったが、世界史では0人であった。教科性が

出ているのかもしれない。
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課題について考察する上で、ほとんどの生徒は、

ＳＤＧｓ学習で学んだ内容を踏まえた論述をしてい

たが、一部問題文を理解していなかったり、論述か

ら欠落しているものもあった。問題では、授業（世

界史Ａ：ＳＤＧｓ学習）で 学んだことと、それ以

外の教科・科目や日常生活で学んだり感じたことを

書くよう指示している。ほとんどの生徒は、「それ以

外」で学んだことも書いていた（内訳のうち、2人は

書いているが根拠が薄い。6人は踏まえて書いていな

い）。ＳＮＳやテレビなどのメディアや日常生活から

の記述が多く、各教科・科目などは教科が限られて

いる。実際の学習期間が１ヶ月に限られていたこと

が影響していると考えられるが、短い期間でも家庭

科・保健・英語など、ＳＤＧｓに直結する学習を経

た教科は確実に反映されている。ＳＤＧｓ活動が長

期に渡れば、他教科にも波及すると思われる。なお、

課題の背景についての考察は、適切な考察となって

いる者が26人、不十分だが言及している者が22人、

言及のない者が20人であった。

選んだ諸課題に関する事例について、その解決

策や方向性については、多くの生徒が言及してい

るが、一部不十分なものもあった。

解決策について考察する上で、ＳＤＧｓ学習で

学んだことを踏まえて論述していた生徒は、右図の

ようになった。６割程度にとどまったのは、プレゼ

ンが短時間であることや、どのような課題があるの

かを紹介することに主眼をおいた基礎学習であった

ためと考えられる。

一方で、ＳＤＧｓ学習以外の要素を踏まえて解

決策を論じた生徒は右下のようになった。始まった

ばかりの12月考査では、一教科ではカバーできない

ものを、他教科・科目や日常生活・メディアなどが

フォローしていることが分かる。ただし、メディア

・生活など学校外の要素も割合が高く、学校内での

学習を継続的に続けていくことも重要であると考え

られる。

学習期間１ヶ月余りでは、総合的にどのような力

が身に付いたのかを評価することは難しい点が見ら

れるが、取り組んでいること（教科・活動など）自

体には確実な成果が出ていることが分かる。時間的

・分野的広がりを見せるとより効果が出てくると感

じられる。
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＜生徒の論述：典型的なものを載せており、必ずしも点数が高いものではない＞
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○国語科現代文の場合

・ねらい

文学作品を基に、安楽死問題に対して自分の考えをまとめさせ、それが現代世界の諸課題にどのように関

係しているかをＳＤＧｓを通して考察させている。『高瀬舟』は内容が難しいということもあり救済策とし

て、授業で取り扱った「安楽死」について文章を書かせた。

・評価

番号を自分で選択し、そのように判断した根拠に合理性があるかどうかを問う。

・結果

試験の最終問題ということもあ

り、３名が無解答、６名はSDGsの番

号を記入しただけで文章にできなか

ったという結果となった。ほとんど

の生徒が自分なりの観点を持ち、そ

れを表現できたことに感心した。特

に、一つの番号しか書くことを想定

していなかったが、二つの番号とそ

の理由を書いた生徒が１名いた。
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＜生徒の論述：典型的なものを載せており、必ずしも点数が高いものではない＞
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○保健の場合

問題17 次の文を読んで問いに答えなさい。

わが国では、1960年ころから1970年前半にかけて、経済が飛躍的に発展しました。それにともない、化学

工場や火力発電所などで石油や石炭などの（ ①か）が大量に消費され、それらに含まれていた（ ②に）を

はじめとする汚染物質が、大気中に多く排出されました。そのため、周辺住民には、慢性気管支炎や気管支ぜ

んそくなどの（ ③こ）の病気にかかる人が増加し、なかには命を落とす人も出ました。そうした激しい健康

被害の一例が、（ ④よ）です。その後、排煙から硫黄分を取り除く装置の開発や法的な規制が進み、近年で

は、工場などからの排煙による深刻な大気汚染は見られなくなりました。

こんにちでは、自動車の排出ガスによる大気汚染が、大都市を中心に問題となっています。排出ガス中に含ま

れる（ ⑤ち）や（ ⑥た）などは、呼吸器に入って気道を刺激したり、気管支や肺にがんを発生させたりし

ます。また、それらの物質からＡ．光化学オキシダントが生成され、（ ⑦こ）の原因となって、目やのどを

刺激し、息苦しくなるなどの症状をもたらすことがあります。とくに、（ ⑧で）車から排出されるＢ．浮遊

粒子状物質は、肺気腫や肺がんの原因となるほか、スギ花粉症の発症や悪化、あるいはアレルギー性疾患とも

関係しているといわれています。

問１ 文中の空欄①～⑧にあてはまる語句を答えなさい。（平仮名は解答の頭文字を示している）

問２ 下線部Ａの物質は（⑤）や（⑥）が何によって光化学反応を起こし、作り出された物質か答えなさい。

問３ 下線部Ｂの「浮遊粒子状物質」は大気中に浮かぶ粒子状の物質のうち、10㎛以下のものをいうが、

2.5㎛以下のものは何と言われるか答えなさい。

問題18 地球温暖化の原因となっているガスを何というか、また、そのガスの主な成分は何か答えなさい。

問題19 酸性雨は化石燃料の燃焼などにより発生する、何という物質が紫外線や水と反応して発生するか２

つ答えなさい。

問題20 大気にかかわる地球規模の問題について簡単に説明したうえで、ＳＤＧｓ目標の「13気候変動に具

体的な対策を」の目標達成に向けて、あなたが考える解決策を述べなさい。

・ねらい

これまで学習してきた環境問題と健康の関わりについての総括として、「私たちにできることは何か」と

いう視点で、根拠をもって考えることができるかどうかを評価する。

・結果

全体的な通過率は７割程度。

作問者の所見としては、全体的には、予想していたよりも多くの生徒がきちんと書けていた。量的にも十

分なものであった（条件は定めなかったが、300字近く書いていた。）保健以外にも、そうした環境問題に

ついてのことが触れられていた（この期間中では、英語、家庭科、地理、世界史）こともあり、それらに触

れてあったし、学びが活かされている。ただし、論述内容は似ているものがある程度あった。
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＜保健の論述：典型的な論述を示したものであり、必ずしも高得点のものではない＞
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４．４．総括的・統合的な学習（12月からの取組）
．

・学年末頃に教科地歴・公民、総合的な学習の時間にて実施予定。

・基礎学習で17の班に分かれて学習した分担のまま、そのまま「班」として学校生活を送るなかで、同じ番

号を担当したメンバーが再び班を組み、各テーマ番号についての調査・発表を行う。

＜２年生＞

■近隣の小学校など、響高校生を先生役にして出前講座を実施（事前に小学校の職員校内研修等実施）。

（45分：８分本時の説明、30分ポスターセッション（10分×3ターン）、７分閉講行事）

→子どもたちが３つ選び、17のブースに移動して、高校生の説明をきく。

□時系列の記録

・12月はじめ

校長やチームの教職員で話す中で総括の一つとしてアイディアが出る。

・12月（期末考査後～終業式まで：世界史Ａ＋地理Ａ、１組＋２組ドッキング。担当：竹内、蒼下）

学年単位（世界史Ａ＋地理Ａ合同）でＳＤＧｓ担当番号別に活動させる。

最初の１時間で基本方針を説明し、小学生への配慮など注意事項を確認（次ページの資料のとおり）。

班は、これまでと同じ班（1組と2組の合併）とし、学習の発展とする。

終業式までの５時間を利用してタイルやポスターなどの基礎資料、シナリオや発問想定を作成（２ページ

あとの資料の通り）。対象は小学校4年生以上とした。

・12月27日、校長と蒼下は、小学校説明用の資料を作成し、地元の下関市立小串小学校へ企画の提案にいく。

・１月30日、校長と担当者の計３人で、小串小教職員に対するＳＤＧｓ研修に出席し、説明・提案する。

双方で検討し、実施のよりよい形態などについて協議し合う。

・２月７日、２学年での授業で小学校全学年が対象となったこと等、具体的な計画を説明し、準備をし直す。

地歴公民科以外の先生にも授業に参加していただき、生徒へ指導助言をしていただいた。

15日当日までの間で3回以上リハーサルを行い、指導助言を受けることとした。

・２月15日当日、響高校×小串小とも欠席０で実施できた。

①時間目：校内で最終調整、服装頭髪指導、荷物の積み込みと移動。

②時間目：小串小学校にて小学校長との対面、準備調整、最終リハーサル。

③時間目：学習交流会本番。予定では各班３回だったが、展開が押したため、２回となった。

④時間目：後片付け、事後振り返りの会（外部参観者や小串小校長からの指導助言をもらい、振り返りシ

ート記入）。

昼休み：給食交流

昼休みには校舎内外でサッカーや鬼ごっこなどの交流。別れを惜しみながら解散。

（外部参観者：ベネッセコーポレーション本社、朝日新聞社下関支局より来校）
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・地元小学校との連絡調整など

本校の校長が小学校の校長と連絡を取り合い、事前説明の調整などを行った。

校長と担当者（蒼下）が12月27日に小学校へ行き、ＳＤＧｓ学習会についての企画を提案。

校長、担当者（蒼下、西山）が1月31日に小学校へ行き、ＳＤＧｓ職員研修会を実施。

事前説明用に作成した資料（当日は他に、UNICEF資料、ＳＤＧｓシール、本資料冊子などを持参）

小串小の研修会では、小串小通信「えひめあやめ」から学校の取組に対して、シールを用いてＳＤＧｓと関連付ける演習

を行い、小串小の先生方にご参加いただいた（右写真）。
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・小学生向けの出前学習へ向けての小学校教職員向けプレゼンテーション
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提案のための当初案
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・実施要領
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小学生向けに作成した学習シート

響高校に残っていた職員皆で夜遅くに悪戦苦闘しながら表現を考えた。
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・小学生への出前学習へ向けての生徒向けガイダンス用プレゼンテーション
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・小学生向けの出前学習へ向けての資料作成活動

合同（１組＋２組と地理＋世界史）で視聴覚室をフリースペースとして利用した

小学生向けの資料として再び作成し直した。イラストやマンガを入れたり言葉遣いに注意していた

小学校教員の経験をもつＡＬＴの指導も受けた シナリオの作成に苦戦

「『先生』として地元の小学生に教えます。」と話すと、日頃外で学習する機会の少ない生徒は、わくわ

くした受け止めをしていたが、実際に始まると、子どもに伝えることの難しさを感じ、苦戦しつつも、努力

して乗り越えようとする姿が見られた。取組は全体的に良好であった。
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「ＳＤＧｓってなぁに？」を説明する班の全体に対しての協力のお願いと説明

リハーサルと手直しの様子

・学習交流会当日の様子

オープニング（「ＳＤＧｓってなぁに？」班の発表の様子）

17班が担当したオープニングでは、小学校低学年にも伝

わるように、「世界中のみんなが幸せになるための「めあ

て」」（「めあて」は山口県内の小学校でよく使われている

（学習の）「ねらい」を示した用語）とし、最初に17の課

題目標のロゴをもって児童の前にマスゲームのように並ん

で示した。続いて、世界の現状を「(^o^)」「(^_^)」「(>_<)」

に並べ替えて示し、最後に日本の取組の現状を同じように

並べ変えた。子どもたちには、６番や14番の動きが目立つ

ことの意味を考えさせようとしていた。
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ポスターセッション形式での発表をベースとしつつ、子どもたちに伝わるよう工夫をしていた

周防大島の船舶事故を例にしたインフラについての発表 ロールプレイングを取り入れた生態系保護についての発表

小学生は、高校生と一緒に回ったり、配付された学習シートに訪問した班のシールをもらって教えてもらったことをメモし

たりしていた。
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閉講行事の頃にはお互いに打ち解けた雰囲気となっていた

学習交流会後には有志30人と教職員が残り、給食・昼休み交流を行った。帰校時にはお別れを惜しむ様子が見られた。
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・当番日誌の記述（何を書いても良い）に見られる小学生への出前学習に対する意識

↑活動をはじめたばかりの頃の日記の記述 ↑活動中盤の日記の記述（苦戦していることが分かる）

↑小学生との交流へ向けた活動が本格化した頃の当番日誌

↑交流会前日（左側）と交流会後（右側）の当番日誌
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・学習交流会直後に生徒が書いた感想文
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（直後に体育館で書いているため多少読みづらい部分があります）
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取組を掲載した新聞記事（朝日新聞2019/02/16朝刊）

朝日新聞社の記者のかたには、学習交流会直後の振り返りの会で、交流会を参観・取材しての感想や、SDGｓの現状などに

ついて即席でお話をしていただいた（短い時間であったが、生徒達は新鮮な情報を提供してもらった）。

←小串小学校通信「えひめあやめ」（2月号）

小学校の視点から学習交流会を振り返っていただ

き、学校通信に取り上げていただいた。
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・学習交流会のあと

生徒が作成した成果物はＳＤＧｓ通り（３）に展示した

各班の発表のようすを写真でパネル展示した
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＜３年生＞

・「○番の目標 ～～～～の２０３０年」まとめ学習

「2030年、○番の目標はどのくらい達成されていると思うか」など、これまでの学習の成果を、響高校

で学習した内容や日常生活で感じた内容を踏まえて、総括的にまとめる。

学習（取り組み）時間合計４時間、発表時間合計３時間。

次の指示に基づいて学習を進めた。

① ポスター１枚以上とし、ゴールのロゴ・タイトルを明示すること。

② 各目標がどのようなことをめざしているのかを再度確認し、紹介すること。

③ ＳＤＧｓが始まる前（1990～2000年頃）はどのような状態であったかを考察すること。

④ 現在（2015～2018年）どのような状況になっているのかを考察すること。

⑤ 2030年頃にそれぞれの目標はどのようになっているかを構想すること。

⑥ 各③～⑤はデータなどを示し、考察した根拠を明らかにすること。

⑦ 課題達成(改善)へ向けて、今私たちがすべきことは何かを構想すること。

⑧ 出典、グループメンバー名などを明示すること。

発表資料作成の様子（基礎知識はあるので比較的スムーズだったように感じた）

ポスターセッション形式の発表の様子（日程の都合で時間が足りず悔いが残る）
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学習成果物の相互評価と評価シート（評価の基準に基づいて５段階評価、50点満点で評価）

学習成果物を壁に貼り全校で共有した（ＳＤＧｓ通りその２：教室棟渡廊下側通路）
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５．生徒のアンケート回答からの振り返り

５．１．調査概要

１２月１７日（月）授業の中で実施。

２年生６１人、３年生６１人を対象(欠席者除く)。

質問紙法（４件法＋選択式＋自由記述式）

アンケート内容は右資料の通り。

５．２．各質問の回答結果（単位：人）

５．２．１．質問１

あなたは、「SDGs」の取り組みがどのようなものか、自分なりに理解することができましたか。

５．２．２．質問２

あなたは、「SDGs」が将来の社会や世界の課題を考える上で参考になり重要であると考えますか、考え

ませんか。
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５．２．３．質問３

あなたは、「Hibiki SDGs Project」の活動が、あなたや生徒全体の学校での「学び」を充実させる助け

になったと感じますか、感じませんか。

５．２．４．質問４

あなたは、「Hibiki SDGs Project」の活動が、あなたや生徒全体の学校生活全体をイキイキ（活性化）

させたと感じますか、感じませんか。

５．２．５-1．質問５

あなたは、響高校で「Hibiki SDGs Project」の活動を振り返って、やってよかったと思いますか、思い

ませんか。また、そう思う理由を書いてください。
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５．２．５-2．質問５の理由

＊自由記述を担当者が分類分けしたもの

５．２．６．質問６

「Hibiki SDGs Project」でよい取組であると思われるものに○をしてください（いくつ○をしてもかま

いません）。

①ステッカー ②SDGsシール ③シール台紙 ④「八起の家」企画

⑤いろいろな授業･活動がSDGsに関係づけたこと ⑥みんなで調べて発表し合う授業

⑦SDGsコーナーの設置（ポスター掲示） ⑧「今週のイチオシSDGs」

⑨「SDGs Check」(みんなで小さい紙に書いて貼る) ⑩小学校で教える企画(2年)／SDGs最終年の2030

年にそれぞれの目標はどの程度達成されているかを構想する活動(3年) ⑪その他：[ ]

５．２．7．質問7

いまの段階での「Hibiki SDGs Project」について、あなたの感じたことや感想、意見を自由に書いてく

ださい。

ほとんど全ての生徒が「様々な諸課題を知ることができた」「みんなでたのしく学べた」「まだ続けたい」

など書いていた。一方で、一部の生徒には「生徒の間に温度差がある」「ここまで大げさにやる必要はある

のか」などの意見もあり、誰もができる限り前向きに取り組めるような配慮を続ける必要があると感じた。

典型的な記述例は次ページの通り（典型例のうち、文字が大きくて読みやすいものを取り上げた）。
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・質問７に対する２年生の自由記述（典型例）
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・質問７に対する３年生の自由記述（典型例）
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６．成果と課題

６．１．主な成果

○生徒の学習姿勢が向上し、学習結果に表れた

・学習内容がＳＤＧｓによって社会や生活の中のリアルな文脈（オーセンティック）に関連付けられ、今

学んでいることが何の役に立つものなのかという学習内容・活動の意味づけ、価値付け（レリバンス）

を高めることに効果があった。

・学習の動機付けが高まったことにより、授業等の取組の姿勢も向上し、定期考査においてＳＤＧｓと関

連のある問題の正答率はそうではない問題の正答率と比較して、大きな差が見られた。この差は、単な

る客観問題に留まらず、論述問題やパフォーマンス課題においてもはっきりとしていた。

○学びに対する自己肯定感を高められ、社会性・積極性を育むことができた

・ＳＤＧｓ学習という新しい探究活動に先駆的に取り組むことによって、次世代のフロントランナーを担

っているという意識、企業や法人との連携や小学校での学習交流を通して自分の学びが社会の役に立つ

という意識、また報道機関等による紹介によって注目が集まっているという意識が芽生え、自己肯定感

を高めると同時に社会性を高めることができた。

・新しいことに挑戦することの重要性を体感でき、積極的に取り組む姿勢を育むことができた。

○生徒同士、教職員同士、生徒－教職員相互の協働性が生まれ、響高校の一体感が感じられた

・新しい知への探究や、ハードルの高い課題への挑戦によって響高校が共通の目的に向かって一つになっ

ていく雰囲気を体感することができた。

・生徒のみならず、教職員同士の間での協働性が高まり、全職員でプロジェクトに加わって生徒を指導し

たり、アイデアを出し合うなど、協働的な場面が増えた。

○カリキュラム・マネジメントを充実させることができた

・教科横断的な取組、ハード・ソフト両面での学校全体での連携、各教科の授業や諸課題学習、校内諸活

動等の関連付けがＳＤＧｓによって無理なくコーディネートできた。

○新しい取組に柔軟にチャレンジでき、校内が活性化した。

・校内の展示や、教科横断的な学習、民間企業との連携や小学校との交流等、これまではできそうになか

ったことにもチャレンジすることができた。それにより、校内が活性化した。

６．２．主な課題

○ＳＤＧｓそのものの理解に時間がかかる

・特に校内での生徒・職員での意識共有、そして校外に対する説明では相当の苦労がある。ＳＤＧｓの社

会的な認知度の高まりも不可欠である。また、「行動へ移す」という長期的な視点も必要である。

○常に創造的・挑戦的である必要があった

・校内での理解度が高まると同時に期待も高まり、常に野心的・挑戦的な試みが追求されるところもあっ

た。本校では、基礎学習、日常的な実践がかなり徹底されていたので、プロジェクトが乱立・暴走する

ことはなかったが、少しずつ担当者の負担が大きくなっていった。

○取組みやすい教科・科目と難しい教科・科目等が見られた

・実社会や実生活に関係する教科・科目等は取組みが容易であったが、そうでない教科・科目等もあった。

ただし、数学科などでは、以前から生徒に課していた課題について、実生活と結びつけて考察させるな

ど真性の文脈に近づける試みもなされた。

○個々人の温度差が見られた

・生徒の間で、ＳＤＧｓプロジェクトに対する温度差はあり、ごくわずかではあるが、消極的な意見も見

られた。丁寧な説明や個々人へのフォローなどによる改善も必要である。
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本校キャッチコピー

Ｈｉｂｉｋｉ ＳＤＧｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ

～だれ一人取り残さない～

「ＳＤＧｓを通したカリキュラムマネジメントの試み（実践記録）」
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山口県立響高等学校
所在地 山口県下関市豊浦町小串新宮15

電話 083-774-0131

本件担当：蒼 下
くさもと


